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内臓脂肪組織に浸潤する各種炎症細胞が肥満症発症に及ぼす影響の解明
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研究成果の概要：悪性腫瘍の既往を有さない30例の病理解剖症例を対象に内臓脂肪組織(Visceral Adipose 
Tissue: VAT)のパラフィン包埋検体を用いて免疫組織化学的解析を行った。肥満症（肥満者かつ肥満関連疾患を
伴う症例）、肥満者（Body Mass Index：25以上）、非肥満者（同：25未満）をそれぞれ10例ずつに分類し、各
種炎症細胞のマーカーおよび炎症細胞や脂肪細胞から産生・分泌される生理活性物質（サイトカイン）のマーカ
ーについて解析した結果、Adiponectinの発現が非肥満者群のVATにやや多い傾向がみられたが、検索に用いたす
べてのマーカーにおいて統計学的有意差はみられなかった。

研究分野：病理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
肥満症群、肥満者群、非肥満者群のVATについて、各種炎症細胞に対するマーカーおよび炎症に関わるサイトカ
インマーカー用いて免疫組織化学的検討を行なった。本研究においては、残念ながら解析に用いた症例のほとん
どが炎症に乏しく、炎症細胞の浸潤が少なかったために統計学的有意差はみられず、期待したような結果は得ら
れなかった。病理解剖症例は死後経過時間・ホルマリン固定期間・脱脂の有無などの条件が症例により様々で染
色性が良好で解析に適した症例収集が難しいため、詳細に解析するためには血中サイトカイン測定などの今後さ
らなる検討が必要と考えられた。
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１．研究の目的 
肥満症とは体脂肪が過剰に蓄積し、それに起因した健康障害（糖尿病、虚血性心疾患、脳血管
疾患などの肥満関連疾患）を伴い減量治療を要する病態をいう。日本人の肥満関連疾患の年間
医療費は、糖尿病 1 兆 2,059 億円、虚血性心疾患 7,165 億円、脳血管疾患 1 兆 8,019 億円な
どと莫大であり（厚労省, 平成 30年度国民医療費の概況）、財政を圧迫する要因の一つになっ
ている。報告者は多種多様の疾患を対象とした病理解剖約 1,000 症例の介助業務を経験してき
た中で、非肥満者と肥満症患者の VAT には脂肪量以外に何か違いがあるのではないかと疑問を
抱き、各種炎症細胞の出現パターンやサイトカインの発現について肥満症との関連性を病理学
的に調査することを考えた。本研究では、(1)炎症促進に関わるマーカーとされる CD11c(M1 マ
クロファージ)、CD8(T 細胞)、Myeloperoxidase(好中球)、Tumor Necrosis Factor-α (TNF-α)、
好中球 Elastase の陽性数は肥満症群、肥満者群、非肥満者群の順に多い、(2) 炎症抑制に関わ
るマーカーとされるFoxP3(制御性T細胞)、CD19(B細胞)、Siglec8 (好酸球)、Interleukin 4(IL-4、
好酸球)、IL-10(制御性 B細胞)、IL-33 受容体(制御性 T細胞)、Adiponectin の陽性数は肥満症
群、肥満者群、非肥満者群の順に少ない、という仮説のもと、各種炎症細胞やサイトカインに
ついて免疫染色を行い、発現数や分布の違い、肥満症との関連性を検討する。 
 
２．研究成果 
免疫染色にて前述の仮説(1) (2)の検証を行った結果、仮説(1)の CD11c（図 1）、CD8（図 2）、
Myeloperoxidase、TNF-α、好中球 Elastase については肥満症群・肥満者群・非肥満者群間で
有意差がなく、仮説(2)の FoxP3、CD19、Siglec8、IL-4、IL-10、IL-33 受容体、Adiponectin に
ついては、非肥満者群で Adiponectin の発現がや
や多い傾向（図 3, 4）がみられたものの、どのマ
ーカーにも有意差は見られなかった。したがって、
これら(1) (2)の仮説は支持されなかった。本研究
においては、残念ながら解析に用いた症例のほと
んどが炎症に乏しく、炎症細胞の浸潤が少なかっ
たために統計学的有意差はみられず、期待したよ
うな結果は得られなかった。病理解剖症例は死後
経過時間・ホルマリン固定期間・脱脂の有無など
の条件が症例により様々で染色性が良好で解析に
適した症例収集が難しいため、詳細に解析するた
めには血中サイトカイン測定などの今後さらなる
検討が必要と考えられた。 
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